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2010 年秋から筆者の活動の中心を東京に移した。ケンブリッジの研究者との関係を維持しつつも、米中両国、東南アジア、そして欧州の研究者との関係を強化し、
グローバルな視点から読者諸兄姉と共に日本の将来を考えてみたい。従ってタイトルも Tokyo-Cambridge Gazette に変更する。 
  
『東京=ケンブリッジ・ガゼット: グローバル戦略編』 

第 191 号 (2025 年 3 月) 
キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹 栗原 潤 

小誌は大量の資料を網羅的かつ詳細に報告するものではない—筆者が接した情報

や文献を①マクロ経済、②資源・エネルギー、環境、③外交・安全保障の分野に

関し整理したものである。紙面や時間の制約に加えて筆者の限られた能力という

問題は有るが、小誌が少しでも役立つことを心から願っている。 

彼れを知りて己れを知れば、百戦して殆 (あや)うからず。 
彼れを知らずして己れを知れば、一勝一負す。 
彼れを知らず己れを知らざれば、戦う毎に必ず殆うし。    (孫子) 

Know the enemy and know yourself; In a hundred battles you will never be in peril. 
When you are ignorant of the enemy but know yourself; Your chances of winning or losing are equal. 
If ignorant both of your enemy and of yourself; You are certain in every battle to be in peril.  (Sunzi/Sun Tzu)  
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1. Tokyo-Cambridge Gazette: グローバル戦略編第 191 号 

超大国米国の大統領が変わり、国際政治経済の様相も大きく変わろうとしている。 
米国新政権の発足以来、地名、国名、更には人名までが変わった—米国がGulf of Mexico をGulf of America へ、People’s Republic of China (PRC)

を China へと変更した一方で、中国もルビオ国務長官の苗字(漢字表記)を卢比奥(Lúbǐào)から鲁比奥(Lǔbǐào)へ変えた(鲁は“粗野で愚か”という意味)。
呼称が変わるだけで、国際政治上実質的な意義が変わらなければ問題ないが、そういうわけにはいくまい。 
新政権による変更は呼称のみならず組織や人事に及ぶ。驚いたのは軍幹部の更迭だ。ブラウン統合参謀本部議長やフランケッティ海軍

作戦部長と新政権との対立は、新政権発足以前から予想されていたが、2 月 22 日夕刻公表された突然の説明無き更迭に驚いている。 
ブラウン議長の就任は、2023 年 9 月、連邦議会上院で賛成 83 対反対 11 により承認された。しかし、反対票を投じた人の中に当時上院議員

であったヴァンス副大統領やルビオ国務長官がいたのだ。またフランケッティ作戦部長を更迭したへグセス国防長官は、小誌 1 月号で触れた
著書(The War on Warriors, June 2024)の中で「戦場に女性は不適切だ」と強調している事から、必然的対立は予想されていた。 

ブラウン議長の前任であるミラー議長は、2021 年 1 月、連邦議会議事堂襲撃の際に、「君達が目にした光景は、将来更にひどい事の前触れ
かも知れない(What you might have seen was a precursor to something far worse down the road)」と語ったと伝えられている。ミラー議長のこの警告が 
(正しい警告であっても、誰もが信じないという)カサンドラのコンプレックス状態に陥いる事にならないよう願っている。 

 

先月も友人達と AI・ロボット関連の海外情報を議論する毎日だった。 
2 月 3~4 日、ストックホルム国際平和研究所(SIPRI)は、AI の軍事利用に関する workshop を開催し、6 日にはモルガン・スタンレーが、

最新のヒューマノイドに関する資料を公表した。また 10~11 日、仏印両国政府はパリでAI Action Summit を共同主催した(PDF 版 2 を参照)。 
パリの会合では、冒頭 Stanford の専門家、李飞飞氏が“Frontier AI: From Understanding the World to Shaping It”と題する講演を行い、その後、

多くの分科会が開催され、今川拓郎総務審議官、村上明子 AI Safety Institute (AISI)所長、Sakana AI の伊藤錬氏等が日本から参加している。 
これに関連し筆者は友人達と online を通じて意見交換をした。内容は AI 開発に際し重要な database と application に関する最新統計だ。

Open Source Databases の言語を見ると英語が 56%で次に中国語が 5%。続くのは仏語が 3.4%、スペイン語が 2.8%、露語が 2.4%だ。そして
日本語が 2.2%だ。また applications が利用するOpen Source Datasets の言語に関する単一言語アプリ上位 5 言語は英仏露西葡で、日本語は
第 13 位。また多言語アプリでは首位が中国語、2 位が英語、次にズールー語、スウェーデン語、独語、仏語が続く(PDF 版図 1~3 を参照)。 

AI 開発は各国とも国際的学術交流を通じて行っており、どの外国に知識依存するかは当然ながら各国によって異なる。日本の導入先別
で見たAI 知識は米国、イスラエル、中国、そして自国だ。米国は AI 知識の大半を自給して、インド・タイ・カナダ・英国からの知識も
吸収している。中国も先ず国内、次いで米国、インド、イスラエル、ロシアだ。アジアの AI 新興国シンガポールも首位が国内の知識で、
フランス、イタリア、ドイツ、オランダが続く。このほか英仏独韓のAI 知識に関しても海外の友人達と議論した。以上の 8 ヵ国について
比較すると、日本の“知識自給率”の低さに驚いている。優れた日本の若者達の今後の活躍に期待したい(PDF 版の図 5~12 を参照)。  
またMorgan Stanley の資料についても意見交換を行った(“The Humanoid 100: Mapping: the Humanoid Robot Value Chain”)。この資料に依れば、

注目すべき 16 社の humanoid robots の国別分布は、中国 6、米国 5、そして日加独の各国とノルウェーとイスラエルがそれぞれ 1 である。
Value chain については、川上分野にNSK や Nidec 等の日本企業が散見されるが、中国企業の抬頭が注目される。そして海外の友人達は、
「Humanoid robots と言えばASIMO を開発した本田等日本企業が最先端だと思っていた。だが、日本の現在の存在感は希薄だ」と語った。 
これに関連し先月中旬に開催されたミュンヘン安全保障会議(MSC)の際に提出された資料についても友人達と日本の課題を語り合った。

PDF 版の図 13 が示す通り critical technologies、number of universities in the top 200、gender equality の 3 点、即ち科学技術、高等教育と女性
の地位向上が課題だ(PDF 版は資料“Multipolarization”から直接転載したため文字が読み難い。関心のある読者は直接資料にあたる事をお勧めする)。 

 

世界が 1930 年代の“苦い教訓”として既に学んだ貿易政策が、米国新政権によって復活しそうだ。 
米国共和党系の think tank、American Enterprise Institute (AEI)のデズモンド・ラックマン氏は 2 月 21 日、関税政策に関し小論を公表した

(“The Economic Consequences of Mr. Tariff Man”)。筆者は海外の友人達に対し、Dartmouth 大学のダグラス・アーウィン教授の著書に触れつつ、
「何年も前にCambridge で読んだ教授の本を、トランプ大統領のお陰で思い出すとは思わなかった」として悲観論と楽観論を語った。 

悲観論として「教授が著書(Peddling Protectionism)の中で“不名誉な烙印(stigma)”と称した 1930 年のスムート=ホーリー法に似た政策が復活
しそうだ。しかも中国や欧州が報復して、世界経済が苦境に陥るかも知れない。興味深い事に 1930 年関税法は農村地帯の荒廃を背景として
共和党の議員が積極的だった。他方フーバー大統領は 1,028 名の経済学者や J.P. Morgan のトーマス・ラモントが反対しために消極的だった。
今回は大統領が主導している点が対称的だ。また著書(Trade Policy Disaster: Lessons from the 1930s)の中で 1930 年関税法の如き政策が復活する
危険性は、戦後の多様化した政策手段や貿易構造の変化により低下したと教授は述べたが、その予想を裏切っている」と語った。 
楽観論として「多くの専門家が指摘する通り、経済政策ではなく外交交渉手段として採用した関税政策が、経済に混乱と停滞をもたらし、

早晩国民の政権に対する信頼が低下するであろう。そうすれば軌道修正を図る政策ないし政権が出現する可能性が高まる」と語った。 
 

繰り返しになるが米国新政権の登場で先行きが益々不透明になっている: 果たして平和への解決策は? 
或る友人が大統領就任演説に関し感想を求めた。筆者は「分かり易い演説。もしもボクが米国のトウモロコシ畑で働く 18 歳の純粋で勤勉な

青年だったら大感激するだろう。でもHarvard-MIT Complex やAspen Strategy Group の友人達は別の感想を持っているかも知れない」、と。大統領
は“洪水戦略(flood-the-zone strategy)”として矢継ぎ早に大統領令を出し、ヴァンス副大統領はミュンヘンでの会議で喧嘩腰の演説を行い、
またマスク氏はドイツ政治に挑発的発言をしている。こうして米国のイメージは嘗ての benevolent hegemon から tight-fisted hegemon へと
一変したため、世界中に猜疑心と敵愾心が蔓延している。かくして今、我々は海外情報を慎重に精査する必要に迫られているのだ。 
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最も優れた将校の一人は …私に「参謀本部に“部局”があっては

ならない」と言った。つまり彼は、分業による細分化は恐らく避

けられないだろう。   だが、危険を孕んでいると言いたかった。

何故なら全体の中の各部局は、殆ど宿命的な傾向として部局自体

が一つの孤立した全体だと考える危険性を持つ上に(部局という)
小さな閉じた社会は、自己中心的思考を生み出すからだ。  

                                       (マルク・ブロック) 

One of the most remarkable officers . . . once said to me; ‘There should never be any branches in a Headquarters Staff.’ 
He meant by this that any such subdivision, though perhaps inevitable, was always fraught with danger. For each part or 
branch is almost bound to slip into the fallacy of substituting itself for the whole, and the small enclosed world of the staff 
to regard itself as synonymous with the nation. 

[L’un des plus remarquables officiers . . . m’a dit un jour: «Dans un état-major, il ne devrait pas exister de bureaux». Par 
quoi il entendait que ce sectionnement, peut-être inévitable, est gros de dangers. Car chaque partie du tout risqué, par un 
penchant presque fatal, de se prendre elle-même pour un tout et la petite société close se croit une patrie.]  (Marc Bloch)  

 
 

 
Jun Kurihara; 栗原 潤 

2 

2. 情報概観  紙面の制約上、原則、参考になると筆者が判断した最新情報のみを掲載し解説や関連資料は一切省略。 
 

マクロ経済: Macroeconomics—Books, Papers, and Articles 
Abdel-Latif, Hany and Adina Popescu, 2025, “Spillovers from Large Emerging Economies: How Dominant Is China?” Working Paper WP/25/27, 

Washington, D.C.: International Monetary Fund (IMF), January. 
Bergant, Katharina et al., 2025, “Inflation and Bank Profits: Monetary Policy Trade-Offs,” Staff Discussion Note SDN/2025/01, Washington, D.C.: 

International Monetary Fund (IMF), February.  
Bloomberg (Toru Fujioka), 2025, “Kuroda Says BOJ to Stay on Rate Hike Path as Deflation Has Ended,” February 6. 
Chinese Government, 2025, “Hélìfēng yǔ Měi Cáizhǎng Bèisēntè Jǔxíng Shìpín Tōnghuà [He Lifeng held a video call with US Treasury Secretary 

Bessent/何立峰与美财长贝森特举行视频通话], February 21. 
Deutscher Industrie- und Handelskammertag (DIHK) (Association of German Chambers of Industry and Commerce), 2025, „Steuerlast deutscher 

Unternehmen im internationalen Vergleich zu hoch“, Berlin, February 10. 
Financial Times (Christian Davies), 2025, “‘At Risk of Extinction’: South Korea’s Second City Fears Demographic Disaster,” February 9. 
McKinsey Global Institute (MGI), 2025, “Dependency or Depopulation? Confronting the Consequences of a New Demographic Reality,” January. 
Sever, Can, 2025, “Government Debt and Growth: The Role of R&D,” Working Paper WP/25/36, Washington, D.C.: International Monetary Fund 

(IMF), February.  
Wall Street Journal (Editorial), 2025, “Trump Inherits a So-So Economy,” January 30. 
Wall Street Journal (Nick Timiraos), 2025, “Former Fed Economist Accused of Passing Sensitive Info to China [前美联储经济学家被指控向中国

传递敏感信息],” January 31. 
Wall Street Journal (Editorial), 2025, “Trumponomics and Rising Inflation,” February 13. 

 
マクロ経済: Macroeconomics—Conferences, Workshops and Seminars 
February 11: (Washington, D.C.) Congress, Senate Committee on Banking, Housing, and Urban Affairs: “The Semiannual Monetary Policy Report to 

the Congress.” 
February 13: (an online event, Washington, D.C.) Peterson Institute for International Economics (PIIE): “Is ‘Twin Peaks’ the Future of Financial 

Supervision?” 

 
資源・エネルギー、環境: Resources, Energy, and Environment—Books, Papers, and Articles 
Wall Street Journal (Jon Emont), 2025, “The New Weapon against China’s Mineral Dominance: Plants [对抗中国矿物主导地位的新武器: 植物],” 

January 25. 
Wall Street Journal (Scott Patterson), 2025, “Clean-Energy Program Fueled by Biden Takes Deep Staff Cuts under Trump,” February 16. 

 

資源・エネルギー、環境: Resources, Energy, and Environment—Conferences, Workshops and Seminars 
January 28: (an online event, Washington, D.C.) Center for Strategic and International Studies (CSIS): “Energy Emergency: Interpreting Executive 

Orders on Energy and Climate.” 
February 5: (an online event, Washington, D.C.) Center for Strategic and International Studies (CSIS): “Resilient Allied Energy Cooperation in the Indo-

Pacific.” 
February 13: (an online event, Washington, D.C.) Resources for the Future (RFF): “After Implementation: Impacts and Effects of Federal Environmental 

Regulations.” 
February 25: (a hybrid event, Brussels) Bruegel: “Public Support for Climate Action: Can Governments Deliver on Citizens’ Expectations?” 

 
外交・安全保障: Diplomacy and National Security—Books, Papers, and, Articles 
Australian Broadcasting Corporation (ABC) (Stephen Dziedzic and Andrew Greene), 2025, “Australia and New Zealand Working Together to Monitor 

Chinese Naval Presence Declared 'Provocative' by Coalition,” February 20. 
Australian Government, Ministry of Defence, 2025, “Statement on Unsafe and Unprofessional Interaction with People’s Liberation Army-Air Force,” 

Canberra, February 13. 
Bjola, Corneliu, 2025, “Algorithmic Invasions: How Information Warfare Threatens NATO's Eastern Flank,” NATO Review, February 7. 
Bloomberg (Alberto Nardelli and Marton Eder), 2025, “Raiffeisen Bank Clients in Russia Help Supply Putin’s War Machine,” February 3. 
Bloomberg (Dana Hull), 2025, “White House Says Musk Will Police His Own Conflicts of Interest,” February 5. 
Bloomberg (Jason Leopold et al.), 2025, “Musk’s DOGE Teen Was Fired by Cybersecurity Firm for Leaking Company Secrets,” February 8. 
Bloomberg (Gregory Korte), 2025, “Trump ‘Buyout’ Falls Short as 75,000 Workers Take Deal,” February 13. 
Brands, Hal, 2025, “Europe Is Becoming an Afterthought for the World,” Bloomberg, February 19. 
Breaking Defense (Justin Katz), 2025, “Don’t Force Pacific Island Nations to Choose between Us or China, Says UK Royal Navy Admiral,” January 30. 
British Broadcasting Corporation (BBC) (Lucy Hooker and Chris Vallance), 2025, “Concern over Google Ending Ban on AI Weapons,” February 5.  
Brooks, Stephen G. and Ben A. Vagle, 2025, “The Real China Trump Card: The Hawk’s Case against Decoupling,” Foreign Affairs, February 20. 
Burns, Nicholas, 2025, “America’s Rivalry with China Will Intensify, But Must Not Escalate into War,” Economist, February 13. 
Cable News Network (CNN) (Samantha Waldenberg and Michael Rios), 2025, “Trump Reiterates Threat to Retake Panama Canal ‘or Something Very 

Powerful’ Will Happen,” February 2.  
Cable News Network (CNN) (Simone McCarthy), 2025, “What China Fears Most about Trump’s Turn toward Russia,” February 19. 
Chung, Kuyoun (정구연) et al., 2025, “Roundtable: Pathways for U.S.-ROK-Japan Cooperation: Strengthening Trilateral Ties amid Uncertainty.” Asa 

Policy, Vol. 20, No.1 (January), pp. 1-80. 
Cozad, Mark and Jennie W. Wenger, 2025, “Factors Shaping the Future of China's Military,” Santa Monica, CA: RAND Corporation, January. 
Creamer, Shawn P., 2025, “The Indispensable Role of Exercises in National Preparedness,” Seattle, WA: National Bureau of Asian Research (NBR), 

February 13. 
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かくして、かつては冷静で優れた専門家は、一種の預言者に、

熱狂者に、或いは狂信者や偏執者に変化するのだ。 こうして、

世界を改革する者というタイプの人間が出現する。     
                            (フリードリヒ・マイネッケ)  

Then, the former first-rate specialist changes into a kind of prophet, into an enthusiast, perhaps even into a fanatic and 
monomaniac. Thus arises the type of man who wants to reform the world. 

[Dann verwandle sich der bisherige nüchterne Fachmann in eine Art Propheten, in einen Schwärmer, vielleicht gar Fanatiker 
und Monomanen. Der Typus des Weltverbesserers also entstehe.]                                (Friedrich Meinecke)  
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De Montbrial, Thierry, 2025, L'ère des affrontements: Les grands tournants géopolitiques, Paris: Dunod, February. 
Deutsche Welle (DW) (Jens Thurau), 2025, „Deutschlands Außenpolitik: Nichts bleibt, wie es ist“, February 19.  
Die Zeit, 2025, „Baerbock weist Vance zurück und lobt "wehrhafte Demokratie" in Europa“, February 15. 
Der Spiegel (Markus Becker), 2025, „Jetzt müssten die Europäer endlich begriffen haben, dass sie allein sind“, February 15. 
Duesterberg, Thomas J., 2025, “China Watches as Russia’s Economy Teeters,” Wall Street Journal, February 5. 
Economist, 2025, “America and China Are Talking. But Much Gets Lost in Translation,” January 28. 
Economist, 2025, “Trump’s Brutal Tariffs Far Outstrip Any He Has Imposed Before,” February 2. 
Economist, 2025, “Donald Trump’s Eye-Popping Plan to Make Gaza American,” February 5. 
Economist, 2025, “Donald Trump and Japan’s Ishiba Shigeru Make for an Odd Couple,” February 6. 
Economist, 2025, “China’s Stunning New Campaign to Turn the World against Taiwan,” February 9. 
Economist, 2025, “Defence Tech Is Blowing Up Silicon Valley’s Beliefs,” February 13. 
Economist, 2025, “How Europe Must Respond as Trump and Putin Smash the Post-War Order,” February 20. 
Financial Times (Demetri Sevastopulo et al.), 2025, “China Builds Huge Wartime Military Command Centre in Beijing,” January 30. 
Financial Times (Michael Stott and Stefania Palma), 2025, “Donald Trump’s China Claims Roil Panama as Marco Rubio Visits,” February 1. 
Financial Times (Max Seddon and Christopher Miller), 2025, “Donald Trump Opens the Door to Vladimir Putin’s Grandest Ambitions,” February 13. 
Financial Times (Anne-Sylvaine Chassany et al.), 2025, “End of an Era? Germany in Disarray as US Scolds Staunchest European Ally,” February 16. 
Financial Times (Neri Zilber), 2025, “US Backs Israeli Goal of ‘Eradicating’ Hamas in Gaza,” February 16. 
Financial Times (Edward White and Joe Leahy), 2025, “China’s Unspoken Question: Who Will Succeed Xi Jinping?” February 17. 
Handelsbaltt (Jana-Sophie Brüntjen et al.), 2025, „Ex-Kanzlerin kritisiert Friedrich Merz für Abstimmung mit AfD“, January 30. 
Harris, Tomei and Sayuri Romei (ロメイ・長原小百合), eds., 2025, “Opportunities and Challenges in the Indo-Pacific: A Next-Generation 

Perspective,” Washington, D.C.: German Marshall Fund (GMF), January.  
Herscovitch, Banjamin, 2025, “Five-One Chinas: The Contest to Define Taiwan,” Data Snapshot, Sydney: Lowy Institute, January. 
Holmes, James, 2025, “Seapower Is More Than Just the Navy,” National Interest, February 2.  
Huánqiú Shíbào/Huanqiu Shibao (Global Times/«环球时报») (Chén Zǐshuài (陈子帅) and Féng Yàrén (冯亚仁)), 2025, “Měi Guówùyuàn Wǎngzhàn 

Gēngxīn Shè Tái Biǎoshù, Zhōngfāng: Dūncù Měifāng Lìjí Jiūzhèng Cuòwù [The U.S. State Department website updates Taiwan-related 
statements, China: Urges the U.S. to correct its mistakes immediately/美国务院网站更新涉台表述, 中方: 敦促美方立即纠正错误],” 
February 18. 

International Institute for Strategic Studies (IISS), 2025, “Charting China: The Actors Behind China’s Taiwan-Related Legal Initiatives,” London, 
January 30. 

International Institute for Strategic Studies (IISS), 2025, The Military Balance 2025, London, February.  
Mitre, Jim and Joel B. Predo, 2025, “Artificial General Intelligence’s Five Hard National Security Problems,” Santa Monica, CA: RAND Corporation, 

February.  
New York Times (Adam Goldman et al.), 2025, “Trump Officials Fire Jan. 6 Prosecutors and Plan Possible F.B.I. Purge,” January 31. 
New York Times (Eric Lipton and Maggie Haberman), 2025, “With Congress Pliant, an Emboldened Trump Pushes His Business Interests,” February 17. 
Nye, Joseph S., Jr., 2025, “Why the U.S. Has a Better Hand Than China in the Great Power Game,” Newsweek, February 3.  
Philippines News Agency (PNA) (Benjamin Pulta), 2025, “5 Foreigners Nabbed for Alleged Spying Ops,” January 30. 
Philippines News Agency (PNA) (Ma. Teresa Montemayor), 2025, “PH, China Argue over South China Sea Row in Global Security Conference,” 

February 17. 
Reuters (Matt Spetalnick), 2025, “Rubio Warns of Risk of China Shutting Down Panama Canal in Any Conflict,” January 31. 
Reuters, 2025, “Americans Have High Hopes for Trump's Economy, Gallup Poll Shows,” February 3. 
Reuters, 2025, “Wooing Chinese Tourists, Thai Leader Says She Has ‘Chinese Blood in Her,’” February 7. 
Reuters (Gram Slattery), 2025, “Musk Will Find Billions in Pentagon Waste, Trump Says,” February 10. 
Reuters, 2025, “US Drops Website Wording on Not Supporting Taiwan Independence,” February 16. 
Reuters, 2025, “Philippines Accuses China's Navy of 'Reckless' Flight Manoeuvres,” February 18.   
Reuters, 2025, “Finland, Sweden Investigate Suspected Sabotage of Baltic Sea Telecoms Cable,” February 21. 
Roughead, Gary, 2025, “America Must Untangle Its Defense-Industrial Base from China,” National Interest, January 31. 
Tagesschau, 2025, „Bundestag lehnt Gesetzentwurf der Union ab“, January 31. 
Taiwanese Government, Executive Yuan (Xíngzhèng Yuàn/行政院), Department of Defense (國防部) (Military News Agency/軍事新聞通訊社 (軍

聞社)), 2025, “Táihǎi Wéi Guójì Zìyóu Hángxíng Hǎiyù Jué Fēi Zhōngguó Zhǔquán Fànwéi [The Taiwan Strait is an International Sea with Free 
Navigation and Is by No Means within China’s Sovereignty/臺海為國際自由航行海域 絕非中國主權範圍],” Taipei, February 17. 

Taiwanese Government, Executive Yuan (Xíngzhèng Yuàn/行政院) Mainland Affairs Council (MAC) (Dàlù Wěiyuánhuì/大陸委員會), 2025, 
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Bloomberg (Cathy Chan), 2025, “Wall Street’s China Plans in Tatters after Years of Setbacks,” February 16. 
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Investment/«2025 年稳外资行动方案»],” Beijing, February 17. 
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Economist, 2025, “Le Chat, The Cat-bot France Has Pinned Its AI Hopes on,” February 13. 
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State Council: Adding tariffs to some imported goods from the United States/国务院关税税则委员会: 对原产于美国的部分进口商品加征关
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TechCrunch.com (Brian Heater), 2025, “Boston Dynamics Joins Forces with Its Former CEO to Speed the Learning of Its Atlas Humanoid Robot,” 
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Wall Street Journal (Liza Lin and Josh Chin) 2025, “DeepSeek Scrambles U.S.-China Tech War [DeepSeek 搅动美中科技战],” January 29. 
Wall Street Journal (Steven Rosenbush), 2025, “DeepSeek’s Big Question: Where Does AI’s True Value Reside? [DeepSeek 崛起引发一大疑问: AI
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Wall Street Journal (James T. Areddy and Isabella Simonetti), 2025, “DeepSeek’s Chatbot Works Like Its U.S. Rivals—Until You Ask about Tiananmen 

[DeepSeek 聊天机器人可媲美美国竞争对手，直到被问及天安门事件],” January 30. 
Wall Street Journal (Liyan Qi), 2025, “DeepSeek’s Breakthrough Sparks National Pride in China [DeepSeek 的突破如何激发了中国人的民族自豪

感],” January 31. 
Wall Street Journal (Editorial), 2025, “The Dumbest Trade War Fallout Begins,” February 2. 
Wall Street Journal (Raffaele Huang et al.), 2025, “Everyone’s Rattled by the Rise of DeepSeek—Except Nvidia, Which Enabled It [DeepSeek 崛起

的背后: 英伟达如何在中美科技战中寻找平衡],” February 2. 
Wall Street Journal (Jason Douglas), 2025, “China Has Gotten Off Lightly on Tariffs—for Now [中国在特朗普关税战中暂时被‘从轻发落’],” 

February 3. 
Wall Street Journal (Justin Lahart), 2025, “Manufacturing Towns Hit by the ‘China Shock’ Bounced Back. The Workers Didn’t [受‘中国冲击’影响

的美国制造业城镇恢复元气, 但工人们没有],” February 3. 
Wall Street Journal (Christopher Mims), 2025, “The Manhattan Project Was Secret. Should America’s AI Work Be Too? [美国 AI 研究是否应该像

‘曼哈顿计划’一样保密?],” February 4. 
Wall Street Journal (Liza Lin and Raffaele Huang), 2025, “China Retaliates against U.S., Intensifying Trade War [中国对美国采取反制措施，贸易

战逐渐升温],” February 4. 
Wall Street Journal (Hannah Miao), 2025, “China’s Firms Are Bleeding Cash—and Vulnerable to Trump’s Trade War [中国公司正流失现金，特朗

普贸易战下压力倍增],” February 6. 
Wall Street Journal (Annie Linskey and Bob Tita), 2025, “Trump Opens Door for New Nippon Steel Deal to Move Forward,” February 7. 
Wall Street Journal (Liza Lin and Raffaele Huang), 2025, “China’s Strategy in Trade War: Threaten U.S. Tech Companies [中国的贸易战策略: 威

胁美国科技公司],” February 9. 
Wall Street Journal (Tom Dotan), 2025, “OpenAI Rejects Elon Musk’s Takeover Offer,” February 14. 
Wall Street Journal (Raffaele Huang), 2025, “China Sends Message to Its Tech Leaders: We Need You [习近平会见马云等科技企业家，暗示需要

民企助力经济增长],” February 17. 
Wall Street Journal (Gavin Bade), 2025, “Republican Senators Try to Curb Influence of Trump Tariff Hawk,” February 17. 
Wall Street Journal (Liza Lin), 2025, “The New Plan for Western Companies Is ABC: ‘Anything But China [从‘中国+1’到‘避开中国’: 西方企业战

略之变],’” February 17. 
Washington Post (Eva Dou et al.), 2025, “China’s New AI Star DeepSeek Grew on More Than a Shoestring Budget,” January 31. 
Wolf, Martin, 2025, “We Will Have to Learn to Live with Machines That Can Think,” Financial Times, January 29. 
Wolf, Martin, 2025, “Predictability Is the Victim of Trump’s Tariff Threats,” Financial Times, February 4. 
Zettelmeyer, Jeromin, 2025, “Draghi on a Shoestring: The European Commission’s Competitiveness Compass,” Brussels: Bruegel, February. 
Event: February 10~11: (Paris) Governments of France and India: “AI Action Summit (le Sommet pour l’Action sur l’IA).” 
Event: February 12: (an online event, Washington, D.C.) Peterson Institute for International Economics (PIIE): “Transatlantic Trade Relations Face a 

Bumpy Road.” 

 

3. 編集後記 

或る友人が「トランプ大統領(Mr. Tariff)は偉大だ。歴史を学ばない事が如何に恐ろしいかを教えてくれた」と語った。 
2 月 4 日、米国 think tank、Aspen Institute が昨年設立 75 周年を迎えた事に関する資料を公表した(A Milestone Year: Aspen Institute at 75)。同所は、

ゲーテ生誕 200 周年の年に米国の財界人が出資し、医師・神学者のシュヴァイツァーや哲学者のオルテガ等を招き、設立を盛大に祝った。筆者は
18 年前に初めて訪れ、故スコークロフト将軍や Harvard のナイ教授と米中関係、そして Stanford の科学者と AI の可能性について意見交換をした。
以来Aspen で知り会った友人達と意見交換を続けているが、世界の平和と繁栄に何も貢献してこなかった自らの非力を深く反省している。 

それでも慎重なる楽観主義を抱きつつ、引き続き毎日努力を続けてゆこうと思っている。            以上 
(編集責任者) 栗原 潤 
キヤノングローバル戦略研究所  研究主幹 

Jun KURIHARA 
Research Director, Canon Institute for Global Studies 

〒100-6511  東京都千代田区丸の内 1-5-1 新丸の内ビルディング 11 階 Tel: +81-(0)3-6213-0550 (代) Kurihara.Jun@gmail.com 
過去の Cambridge Gazette はネット上で見ることが出来、ダウンロードも出来ます。ネット上でキヤノングローバル戦略研究所のウェブサイトに行き、そこで栗原のコラム・論文

の欄をクリックして頂ければ、バックナンバー全てを見ることが出来ます。  
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Appendix 1/付属資料 1 

 

Figure 1  Percentage of Open Source Datasets by Language 
図 1  言語別にみたオープンソース・データセットの比率 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by JSI Using Data from Huggin Face,” accessed on 22/4/2024, 

https://oecd.ai/en/data?selectedArea=ai-models-and-datasets&selectedVisualization=percentage-of-open-source-datasets-from-hugging-face-by-language. 
 

 

 

Figure 2  Open Source Datasets by Language and Application Task (Monolingual) 
図 2  言語別、そして単一言語アプリケーションの種類別にみたオープンソース・データセット 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by JSI Using Data from Hugging Face,” accessed on 22/4/2024, 

https://oecd.ai/en/data?selectedArea=ai-models-and-datasets&selectedVisualization=open-source-datasets-from-hugging-face-by-language-and-application-task. 
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Figure 3  Open Source Datasets by Language and Application Task (Multilingual) 

図 3  言語別、そして多言語アプリケーションの種類別にみたオープンソース・データセット 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by JSI Using Data from Huggin Face,” accessed on 22/4/2024, 

https://oecd.ai/en/data?selectedArea=ai-models-and-datasets&selectedVisualization=open-source-datasets-from-hugging-face-by-language-and-application-task. 

 

 
Figure 4  VC Investment in AI by Country (USD millions, Log Scale) 

図 4  主要国のベンチャー・キャピタルによる AI投資額 (100万米ドル、対数目盛) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by JSI Using Data from Preqin,” accessed on 8/2/2025, 

https://oecd.ai/en/data?selectedArea=investments-in-ai-and-data&selectedVisualization=vc-investments-in-ai-by-country. 
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Figure 5  Japan: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 4 Countries, 2022) 
図 5  日本への AI関連知識の流入(主要国 4ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,” 2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
 

 
 

Figure 6  USA: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 6  米国への AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,”2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
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Figure 7  China: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 7  中国への AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,” 2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
 

 
 

Figure 8  Singapore: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 8  シンガポールへの AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,”2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
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Figure 9  United Kingdom: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 9  英国への AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,” 2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
 

 
 

Figure 10  France: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 10  フランスへの AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,”2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 

  



11 

 

Figure 11  Germany: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 11  ドイツへの AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,” 2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
 

 
 

Figure 12  South Korea: Incoming AI Knowledge Flow by Country (the Top 5 Countries, 2022) 
図 12  韓国への AI関連知識の流入(主要国 5ヵ国, 2022年) 

 
Source: Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD), “OECD.AI, Visualisations Powered by Tableau using data from Stack Overflow,”2023, accessed on 

8/2/2025, https://oecd.ai/en/data?selectedArea=knowledge-flows&selectedVisualization=incoming-ai-knowledge-transfer-by-country. 
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Appendix 2/付属資料 2 

 

 Figure 13  Comparison of the G7 and BRICS across Various (Great Power) Indicators 
図 13  様々な(大国基準)指標で比較した G7と BRICS 

(注: この図は資料“Multipolarization”から直接転載したため文字が読み難い。関心のある読者は直接資料にあたる事をお勧めする) 

 
Source: , Munich Security Conference (Stiftung Münchner Sicherheitskonferenz), “Multipolarisation,” 

Munich Security Report, Munich, February, 2024, p. 16. 


